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　JASRACは7月から、小・中学生が
夏休みの自由研究で著作権について
学べるインターネットページの提供
を始めた。
　このページを公開しているのは、
「学研キッズネット」（運営：㈱学研教
育出版）内で7、8月の2ヵ月間開設さ
れる特設サイト「夏休み！自由研究プ
ロジェクト2013」。自由研究のテーマ
を紹介するこのサイトに、JASRACは
昨年の「音楽がとどくまで」、「音楽を
つかうときのルール」に加え、次の2
ページを新たに提供した。

■ゆめのストーリーで、音楽すごろくを
　つくろう！
　バンド“ジャスラズ”に憧れて、シ
ンガーソングライターになるまでをす
ごろくにしてもらうページ。「学校の発
表会で“ジャスラズ ”の曲を演奏し
た。これは許可がいる？」など、クイズ
に答えるマスを作り、楽しみながら著
作権のルールを学ぶ。
■まちで流れる音楽をさがそう！
　スーパーやカラオケ店など、街で音
楽が流れている場所をまとめ、音楽
の役割を考えてもらう。

夏休みの自由研究を応援するページを提供
インターネットサイト「学研キッズネット」で

　全国の小・中学校、高等学校、大学
の音楽の教職員で構成される全日本
音楽教育研究会全国大会の校種別
研究会が6月20日に神戸文化ホー
ルで、全体研究会が同21日に兵庫県
立芸術文化センターで開催され、
JASRACはそれぞれの会場にブース
出展した。
　新学習指導要領が完全実施された
今年度から、中学校、高等学校では音
楽を含む複数の教科・科目で「知的財

産権」が取り上げられることとなった。
このため、JASRACのブースでは、パ
ンフレットなどを配布し、著作権の重
要性をアピールするとともに、教職員
からの質問に応じるための著作権相
談コーナーを設置した。
　ブースを訪れた教職員からは、授
業での動画投稿サイトの利用、文化
祭での演奏、クラブ活動における楽
譜のコピー、編曲許諾に関する手続
きなど、教育現場での音楽利用に関

する具体的な質問が寄せられた。

全日本音楽教育研究会の全国大会にブース出展

「音楽職人が創るステージ～あの音、あの曲、その素顔～」気仙沼・大船渡公演
（気仙沼市公演：6月29日  はまなすホール、大船渡市公演：6月30日 リアスホール）

少年少女のための音楽鑑賞会

　サックス・ソロの『ダニーボーイ』や会場が一緒になって口ずさむアニメ音楽メドレー
など、少年少女に生演奏のすばらしさを体験してもらい、あわせて著作権制度について
知ってもらうコンサート。東日本大震災以降は、毎年被災地を訪れており、今年は宮城県
気仙沼市と岩手県大船渡市で開催した。
　両公演でおよそ850人の招待者が、特定非営利活動法人RMAJ（Recording 
Musicians Association of Japan）所属のスタジオ・ミュージシャンの演奏を楽しんだ。

J A S R A C 主 催

E V E N T

■演奏指導
　このイベントでは、
事前に出演者が地元
の中高生らに演奏指
導を行うのが特徴。
　今回は、JASRAC会
員でもあるクラリネッ
ト・サックスの佐野博美さん、ホルンの髙野哲夫さん、
パーカッションの益田和嘉子さんが、5月11日に気仙沼市
の新月中学校、翌12日に大船渡市の第一中学校を訪れ、
合計97人に指導を行った。
　「今後どのように練
習すればいいのかわ
かった。目標が持て
た」などの感想を述べ
る生徒たちに対し佐野
さんは「良い音を出す
ためには努力が必要。努力は人を裏切らない」とエールを
送った。
　演奏指導の模様は、岩手日報、三陸新報、東海新報な
ど地元紙で報道されたほか、気仙沼市のケーブルテレビ
でも紹介された。

■コンサート
　『歌劇「フィガロの結婚」序曲』で幕開け。『エーデルワイ
ス』や、『崖の上のポニョ』、タンゴの名曲『リベルタンゴ』
など多彩な楽曲が、しっとりとしたソロ演奏や迫力あるフ
ル編成で演奏された。また、劇団四季出身の石橋ちさとさ
んが、舞台をいっ
ぱいに使って踊り
と歌を披露したほ
か、佐野啓子さん
が生演奏をBGM
にした絵本の朗読
で、男の子やおば

あさんなど七色の声を使い分け、会場を魅了した。
　アンコールでは『故郷』を演奏。途中からは演奏者も
楽器を置いて観客とともに歌い、コンサートを締めく
くった。

■著作権クイズ
　コンサートの合間
には、バイオリンの
小倉達夫さんと司会
の佐野啓子さんが
JASRACの役割を説
明するとともに、「許
可をとらずに音楽をのせているホームページだと知って
いても、自分で楽しむためであれば、そこから音楽をダウ
ンロードしてもよい」など、著作権に関する○×クイズを
行った。（正解は×）

　アンケートでは、「ソロがとてもすごかった。自分も演
奏で、こんな空気感をつくれるようになりたい」（10代／
中学生）、「震災後、心の余裕もなく生活してきたが、明日
への活力になった」（40代／会社員）などの感想が寄せ
られた。

　大阪府警察本部サイバー犯罪対策
課および大淀、港、高槻、住之江、西の
各警察署は、6月20日までに、ファイル
共有ソフト「μTorrent（マイクロトレ
ント）」を使用してJASRAC管理楽曲の
音楽ファイル等をインターネット上に
無断で公開していた大阪府内の大学
生ら男性５人を大阪地方検察庁に送
致した。これらは、今年3月にJASRAC

が告訴していたもので、「μTorrent」
の悪用による告訴はJASRACとしては
初めて。
　被疑者らが使用していた「μ
Torrent」は、トラッカーサイトと呼ば
れるWebサイトから目的のファイル
の所在情報を入手し、これにより、実
際にファイルを保有している人のパ
ソコン等に接続してファイルを入手

する仕組みで、人気が高いファイルほ
ど高速でダウンロードできるという特
徴がある。
　今回あらためて、若年層における著
作権侵害行為が浮き彫りになったこ
とから、JASRACは引き続き関係者と
協力しながら、侵害行為の撲滅に努
めていく。

ファイル共有ソフト「μTorrent」を悪用した著作権侵害
大阪府警が音楽ファイルの違法アップロード者5人を送致

【出演】
城戸喜代（バイオリン）、小倉達夫（バイオリン）、渡部安見子
（ビオラ）、増本麻理（チェロ）、一本茂樹（コントラバス）、
旭孝（フルート）、石橋雅一（オーボエ）、髙野哲夫（ホル
ン）、前田正志（ファゴット）、佐野博美（クラリネット・サッ
クス）、宮本一（ピアノ）、塩崎容正（ギター）、益田和嘉子
（パーカッション）、石橋ちさと（ボーカル）、佐野啓子（司
会・朗読）

【後援】
［気仙沼市公演］
宮城県、宮城県教育委員会、気仙沼市、気仙沼市教育委員会
［大船渡市公演］
岩手県、岩手県教育委員会、大船渡市、大船渡市教育委員会

■夏休み！自由研究プロジェクト2013 
　身のまわりの音楽で自由研究
http://kids.gakken.co.jp/jiyuu/music/


